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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第75期

第２四半期連結累計期間
第76期

第２四半期連結累計期間
第75期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 7,215,023 8,736,968 16,373,818

経常利益 （千円） 104,763 426,874 717,475

四半期（当期）純利益又は四

半期純損失（△）
（千円） △66,993 148,184 343,393

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △180,711 45,192 258,099

純資産額 （千円） 13,105,568 13,342,527 13,541,170

総資産額 （千円） 19,091,457 20,154,130 20,527,996

１株当たり四半期（当期）純

利益金額又は四半期純損失金

額（△）

（円） △1.56 3.45 8.00

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.4 63.4 62.7

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 730,917 208,846 1,540,586

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △1,115,682 120,116 △1,597,656

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △187,991 △324,569 △213,496

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） 3,371,288 3,628,491 3,686,216

　

回次
第75期

第２四半期連結会計期間
第76期

第２四半期連結会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.09 2.69

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第76期第2四半期連結累計期間及び第75期における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第75期第2四半期連結累計期間における潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

４．第75期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災及び原発被災による被害拡大の影響がありましたも

のの、サプライチェーンの早期復旧や電力不足の克服で生産活動や個人消費に持ち直しの動きが見られました。し

かしながら、企業の設備投資は抑制傾向が続き、また、急激な円高の進行により外需も伸び悩むなど厳しい状況が

続きました。

このような経営環境のなかで当社は新たな中期経営計画をスタートさせ、当年度を当企業グループを高収益企

業にする基盤整備の年と位置づけて積極的な施策を推進してまいりました。

　グループ会社、生産拠点、生産設備を含めたチノーグループとして全体最適の効率の良い体制を築くべく、久喜事

業所からの移転で全計装が集結した藤岡事業所に計装工場を増床し、久喜事業所においては温度センサの一貫生

産ラインを構築しました。さらに、子会社の東京精工株式会社を当社に合併し、放射温度計を中核とする商品分野

において、技術開発や販売面のシナジーを高めるとともに、他のグループ各社についてもミッションを明確にして

事業の重複を避け、情報、管理、物流等の連携を密にしてコスト削減と業務改革に取り組みました。

当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は8,736百万円(前年同四半期比21.1％増)となり

ました。利益面につきましては営業利益は426百万円（前年同四半期比177.8％増）、経常利益は426百万円（前年

同四半期比307.5％増）、四半期純利益は148百万円（前年同四半期は四半期純損失66百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①計測制御機器

売上高は3,282百万円(前年同四半期比15.5％増）、セグメント利益（営業利益）は562百万円（前年同四半期

比41.6％増）であります。

②計装システム

売上高は2,993百万円（前年同四半期比37.5％増）、セグメント利益（営業利益）は263百万円（前年同四半

期比79.2％増）であります。　

③センサ

売上高は2,031百万円（前年同四半期比16.7％増）、セグメント利益（営業利益）は288百万円（前年同四半

期比12.9％増）であります。

④その他　

修理・サービス等の売上高は429百万円（前年同四半期比5.7％減）で、セグメント利益（営業利益）は64百

万円（前年同四半期比52.9％増）であります。

 

(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて373百万円減少し、20,154百万円となりま

した。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ408百万円減少し、13,554百万円となりました。主な増減は、たな卸資産の増

加478百万円、受取手形及び売掛金の減少301百万円、有価証券の減少699百万円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ34百万円増加し、6,599百万円となりました。このうち有形固定資産は減価

償却費の計上等により52百万円減となりました。投資その他の資産は投資有価証券の増加93百万円がありました。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて175百万円減少し、6,811百万円となりま

した。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ92百万円減少し、4,856百万円となりました。主な減少要因は支払手形及び

買掛金の減少20百万円等であります。
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固定負債は、退職給付引当金等の減少があり前連結会計年度末に比べ82百万円減少し1,955百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ198百万円減少し、13,342百万円となりま

した。剰余金の配当214百万円による減少等の結果であります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の730百万円の収入と比

べ522百万円減少し208百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益323百万円、減価償却費322百万円等が

主な増加要因であります。一方、減少要因としては、たな卸資産の増加524百万円であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の1,352百万円の支出と

比べ1,472百万円増加し120百万円の収入となりました。主な収入は有価証券・投資有価証券の売却・償還700百万

円、主な支出は有形固定資産の取得443百万円、投資有価証券の取得81百万円等です。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の187百万円の支出と比

べ136百万円多い324百万円の支出となりました。
　
これらの結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は前第２四半期連結会計期間末残高

3,134百万円に比べ493百万円増加し、3,628百万円となりました。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　　

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は418百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 119,100,000

計 119,100,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,800,580 47,800,580
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株であります。

計 47,800,580 47,800,580 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 47,800 － 4,292,027 － 4,017,909
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

チノー取引先持株会 東京都板橋区熊野町32番８号 4,235 8.86

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,694 3.54

チノー従業員持株会 東京都板橋区熊野町32番８号 1,572 3.29

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,300 2.71

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 1,217 2.54

株式会社ニッカトー 大阪府堺市堺区遠里小野町三丁目２番24号 1,037 2.17

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,034 2.16

株式会社北浜製作所 大阪府大阪市中央区船越町二丁目１番６号 911 1.90

竹　田　和　平 愛知県名古屋市天白区 700 1.46

株式会社共和電業 東京都調布市調布ヶ丘三丁目５番１号 700 1.46

計 － 14,403 30.13

（注）　上記のほか当社所有の自己株式4,869千株（10.18％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 4,869,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　42,368,000 42,368　 －

単元未満株式 普通株式　 　563,580 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 47,800,580　 － －

総株主の議決権 － 42,368　 －

　

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社チノー
東京都板橋区熊野町32－８ 4,869,000 － 4,869,000 10.18

計 － 4,869,000 － 4,869,000 10.18

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,746,216 3,638,491

受取手形及び売掛金 5,344,620 5,043,320

有価証券 1,098,794 399,407

商品及び製品 976,145 1,028,230

仕掛品 886,986 906,458

原材料及び貯蔵品 1,293,842 1,700,537

その他 624,302 845,410

貸倒引当金 △8,638 △7,675

流動資産合計 13,962,269 13,554,181

固定資産

有形固定資産 3,557,087 3,504,526

無形固定資産

のれん 265,905 238,015

その他 316,153 307,986

無形固定資産合計 582,058 546,002

投資その他の資産

その他 2,426,582 2,549,421

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,426,581 2,549,420

固定資産合計 6,565,726 6,599,948

資産合計 20,527,996 20,154,130

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,113,236 3,092,383

短期借入金 759,209 671,872

未払法人税等 158,177 171,041

賞与引当金 304,996 340,489

その他 613,813 580,697

流動負債合計 4,949,433 4,856,483

固定負債

退職給付引当金 1,490,073 1,427,272

役員退職慰労引当金 170,399 179,537

その他 376,919 348,309

固定負債合計 2,037,392 1,955,118

負債合計 6,986,826 6,811,602
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,292,027 4,292,027

資本剰余金 4,072,140 4,072,140

利益剰余金 6,285,935 6,214,626

自己株式 △1,456,307 △1,457,691

株主資本合計 13,193,796 13,121,103

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △56,452 △39,681

為替換算調整勘定 △265,221 △304,910

その他の包括利益累計額合計 △321,673 △344,591

少数株主持分 669,047 566,015

純資産合計 13,541,170 13,342,527

負債純資産合計 20,527,996 20,154,130
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 7,215,023 8,736,968

売上原価 4,899,431 5,941,099

売上総利益 2,315,592 2,795,868

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 904,233 952,505

賞与引当金繰入額 140,044 168,945

退職給付費用 73,267 69,173

役員退職慰労引当金繰入額 16,767 31,904

研究開発費 150,531 216,810

貸倒引当金繰入額 － 457

その他 877,305 929,870

販売費及び一般管理費合計 2,162,150 2,369,667

営業利益 153,442 426,201

営業外収益

受取利息 6,818 14,241

受取配当金 8,255 10,503

その他 27,813 30,693

営業外収益合計 42,887 55,438

営業外費用

支払利息 6,673 5,499

寄付金 2,470 11,841

為替差損 62,624 22,154

その他 19,797 15,269

営業外費用合計 91,566 54,764

経常利益 104,763 426,874

特別利益

投資有価証券償還益 － 7,636

その他 3,444 845

特別利益合計 3,444 8,481

特別損失

固定資産処分損 4,969 73,920

退職給付制度終了損 － 27,592

その他 110,089 9,879

特別損失合計 115,059 111,392

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△6,851 323,964

法人税等 48,409 136,416

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△55,260 187,547

少数株主利益 11,733 39,363

四半期純利益又は四半期純損失（△） △66,993 148,184
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△55,260 187,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,505 16,770

為替換算調整勘定 △115,945 △159,126

その他の包括利益合計 △125,451 △142,355

四半期包括利益 △180,711 45,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △192,444 125,267

少数株主に係る四半期包括利益 11,733 △80,074
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△6,851 323,964

減価償却費 304,735 322,874

のれん償却額 27,889 27,889

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,408 △962

受取利息及び受取配当金 △15,073 △24,744

支払利息 6,673 5,499

投資有価証券評価損益（△は益） 105,860 8,934

売上債権の増減額（△は増加） 1,071,158 225,746

たな卸資産の増減額（△は増加） △359,885 △524,002

仕入債務の増減額（△は減少） △369,673 27,117

その他 54,019 △52,731

小計 816,442 339,585

利息及び配当金の受取額 15,246 24,471

利息の支払額 △6,673 △5,499

法人税等の支払額 △94,098 △149,710

営業活動によるキャッシュ・フロー 730,917 208,846

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,000 50,000

有形固定資産の取得による支出 △205,487 △443,359

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,109,982 △81,089

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

265,542 700,000

貸付金の回収による収入 3,696 4,330

その他 △79,452 △109,763

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,115,682 120,116

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,764 △80,175

長期借入金の返済による支出 △3,000 △3,000

自己株式の取得による支出 △1,074 △1,383

配当金の支払額 △175,195 △217,052

少数株主への配当金の支払額 △16,486 △22,957

財務活動によるキャッシュ・フロー △187,991 △324,569

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66,310 △62,117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △639,066 △57,724

現金及び現金同等物の期首残高 4,010,355 3,686,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,371,288

※
 3,628,491
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　当社における、材料の評価方法は、従来、先入先出法によっておりましたが、当連結会計年度より移動平均法に変更して

おります。これは、生産管理システムの見直しを契機に、リアルタイムで原価管理を実施、また価格変動による損益計算書

への影響を平準化することにより、より適正なたな卸資産の評価及び期間損益の計算を行うことが目的であります。

　当該会計方針の変更は、前連結会計年度まで材料の評価方法について先入先出法を採用しており、システムで保存して

いる単価記録は順次更新され移動平均法による単価情報の入手は実務上不可能なため、前連結会計年度末の材料の帳簿

価額を当連結会計年度の期首残高として、期首から将来にわたり移動平均法を適用しております。

　これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用して

おります。

　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残

高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残

高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

現金及び預金 3,431,288千円

預入期間が３か月超の定期預金 △60,000〃

現金及び現金同等物 3,371,288千円

現金及び預金 3,638,491千円

預入期間が３か月超の定期預金 △10,000〃

現金及び現金同等物 3,628,491千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月12日

取締役会
普通株式 171,830 4.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項 

　該当事項はありません。 

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 214,685 5.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項 

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計計測制御
機　　器

計　　装
システム

センサ 計

売上高 　      

外部顧客への売上高 2,842,954　 2,176,684　 1,739,944　 6,759,582　 455,441　 7,215,023　
セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,842,954　 2,176,684　 1,739,944　 6,759,582　 455,441　 7,215,023　

セグメント利益 396,938　 147,142　 255,608　 799,688　 42,041　 841,730　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおります。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 799,688　

「その他」の区分の利益 42,041　

全社費用（注） △688,288　

四半期連結損益計算書の営業利益  153,442

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計計測制御
機　　器

計　　装
システム

センサ 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,282,376　 2,993,973　 2,031,211　 8,307,561　 429,406　 8,736,968　
セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,282,376　 2,993,973　 2,031,211　 8,307,561　 429,406　 8,736,968　

セグメント利益 562,221　 263,617　 288,704　 1,114,543　 64,290　 1,178,834　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおります。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,114,543　

「その他」の区分の利益 64,290　

全社費用（注） △752,633　

四半期連結損益計算書の営業利益 426,201

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

　

（金融商品関係）

　該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）
△1円56銭 3円45銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

　　（千円）
△66,993 148,184

普通株主に帰属しない金額（千円） ― －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△66,993 148,184

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,955 42,934

（注）当第２四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　

（重要な後発事象）

連結子会社の吸収合併　

当社は、平成23年11月９日開催の取締役会において、平成24年４月１日を期日として、当社100％子会社である株式会

社山形チノーを吸収合併することを決議いたしました。その概要は以下のとおりであります。

 

１．合併に関する事項

（1）当該吸収合併の相手会社についての事項

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

（平成23年３月31日現在）

商号 株式会社山形チノー

本店の所在地 山形県天童市大字乱川1515

代表者の氏名
代表取締役社長　位田敏和

（平成17年５月26日に就任）

資本金の額 100,000千円

純資産の額 1,431,794千円

総資産の額 2,106,409千円

事業の内容 計測機器、センサ等電子応用機器の製造
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（2）当該吸収合併の目的

株式会社山形チノーは計測機器、センサ等電子応用機器の製造を主な事業としており、当社の100％子会社であり

ます。このたび、当社グループの経営資源の集中と組織の効率化を図るため、当該子会社を吸収合併することとい

たしました。

 

（3）当該吸収合併の方法、吸収合併消滅会社となる会社の株式１株又は持分に割り当てられる吸収合併存続会社とな

る会社の株式の数その他の財産の内容（以下「吸収合併に係る割当ての内容」という。）及びその他の吸収合併

契約の内容

①吸収合併の方法

　当社を存続会社とし、株式会社山形チノーを消滅会社とした吸収合併であります。

 

②吸収合併に係る割当ての内容

当社は、株式会社山形チノーの全株式を所有しており、本合併による新株式の発行及び資本金の増加並びに合併

交付金の支払いはありません。

  

（4）当該吸収合併に係る割当ての内容の算定根拠

該当事項はありません。

 

（5）吸収合併後の存続会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び

事業の内容（平成23年３月31日現在）

商号 株式会社チノー

本店の所在地 東京都板橋区熊野町32番８号

代表者の氏名 代表取締役社長　苅　谷　嵩　夫

資本金の額 4,292,027千円

純資産の額 11,161,054千円

総資産の額 17,155,200千円

事業の内容 計測制御機器の製造・販売、計装工事

 

（6）実施する会計処理の概要 

本合併は「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準委員会 改正 平成20年12月26日 企業会計基準第21号)及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準委員会 最終改正 平成20年12

月26日 企業会計基準適用指針第10号)に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行なう予定であります。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月11日

株式会社チノー

取締役会　御中
 

監査法人大手門会計事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武　川　博　一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 根　本　芳　男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社チノーの平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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